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伊
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仁
斎
の
訓
読
法
と

『論
語
古
義
』
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究

(
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)
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『論
語
古
義
』
「林
本
」
訳
注

(
一
)

【凡

例
】

一
、
底
本
と
し
て
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫
所
蔵

『論
語
古
義
』
「林
本
」
の
改
訂
前

の
原
文
を

使
用
し
た
。
「林
本
」
原
文

へ
の
書
き
入
れ
は
、
【注
釈
A
I
稿
本
】
に
記
し
た
。

一
、
校
訂
は
、
同
文
庫
所
蔵

『論
語
古
義
』
「定
本
」、
「正
徳
刻
本
」、
「文
政
再
刻
本
」
な
ど
を
参
照
し

、
明
ら
か
な

誤
り
と
判
断
さ
れ
る
も

の
の
み
訂
正
し
た
。
そ
の
場
合
、
底
本
の
文
字
は

【注
釈

A
ー
稿
本
】
に
記
し
た
。

一
、
「林
本
」
に
は
ほ
と
ん
ど
句
点
が
付
さ
れ
て
い
な

い
。
原
文
の
句
点
は
校
注
者
が
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

*. 東海大学非常勤認師
一束アジア思想史
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一
、
「林
本
」
に
は
ほ
と
ん
ど
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な

い
。
「定
本
」
を
参
照
し
、
校
注
者

の
判
断
に
よ

っ
て
読
み
下
し
た
。

そ
の
場
合
、
「林
本
」
「定
本
」
に
付
さ
れ
て
い
る
送
り
仮
名

は
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
で

(例
え
ば
濁
音
は
清
音
で
表
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
清
音
で
記
し
た
。
た
だ
し

「寸
」
「
メ
」
「
「
」
な
ど
は

「ト
キ
」
「シ
テ
」
「
コ
ト
」
な
ど
に
改
め

た
)
、
校
注
者
の
補

っ
た
送
り
仮
名
、
ま
た
も
と
も
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
は
ひ
ら
が
な
で
記
し
た
。
な
お
、
訓

読
に
際
し
て
、
三
宅
正
彦

『京
都
町
衆
伊
藤
仁
斎

の
思
想
形
成
』

(思
文
閣
出
版
、

一
九
八
七
)
序
章
四

「
訓
読
法

の
問

題
」
を
参
考
に
し
た
。

一
、
常
用
漢
字

の
存
す
る
字
は
、
そ
の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
、
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
(本
文
】
と
は

『論
語
』
本
文
の
こ
と
を
、
【小
註
】
と
は

一
章

の
う
ち
本
文
と
本
文
の
間
に
挿
ま
れ

た
部
分
の
注
釈
を
、

【大
註
】
と
は
本
文
が
終
わ

っ
た
あ
と
で

一
字
下
げ
て
書
か
れ
た
部
分
の
注
釈
を
、

【論
註
】
と
は
大
註
が
終
わ

っ
た
あ
と

さ
ら
に

一
字
下
げ
て
書
か
れ
た
部
分
の
注
釈
を
、
【原
文
】
と
は
上
記
以
外

の
記
述
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指

す
。

一
、
【注
釈
A
I
稿
本
】
は
、
「林
本
」
に
到
る
ま
で
の
諸
稿
本

(古
義
堂
文
庫
所
蔵

「第
二
本
」
「誠
修
稿
本
」
「元
禄
九
年
校

本
」
コ
兀
禄

一
六
年
定
本
」)
に
関
す
る
注
釈
を
ま
と
め
て
記
し
た
。
こ
の
稿
本
の
名
称
は

『古
義
堂
文
庫
日
録
』
(天
理
大

学
出
版
部
、

一
九
五
六
)
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
原
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、
読
み
易
さ
の
便
宜
を
図
り
、
通
行
の
訓
読
法

に
よ
る
書
き
下
し
文
を
載
せ
た
。
ま
た

「林
本
」

へ
の
書
き
入
れ
、
底
本
の
校
訂
、
「定
本
」

(改
訂

前
)
と
の
異
同

の
主

な
も
の
等
に
関
す
る
注
も
、
こ
こ
に
記
し
た
。

一
、
【注
釈
B
ー
主
著
】
は
、
仁
斎
の
主
著
に
関
す
る
注
釈
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
認

語
古
義
㎞
『孟
子
古
義
』
『大
学
定

本
』

霊
叩
孟
字
義
』
噛童
子
問
』
は
古
義
堂
文
庫
所
蔵

「林
本
」
を
、
『中
庸
発
揮
』
は
同
文
庫
所
蔵

コ
兀
禄
十
年
稿
本
」
を
、

『古
学
先
生
文
集
h
は
同
文
庫
所
蔵

「東
涯
東
所
書
入
本
」
を
原
典
と
し
て
用

い
た
。

一
、
【注
釈
C
l
出
典
そ
の
他
】
は
、
引
用
等

の
出
典
を
中
心
に
記
し
た
。
な
お
、

『論
語
』

『孟
子
』

『中
庸
』

『大
学
』

の
章

数
は
、
『論
語
古
義
』
『孟
子
古
義
』
『中
庸
発
揮
』
『大
学
定
本
』
の
分
章
或
い
は
分
段
に
よ

っ
た
。

(2)
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【論
語
古
義

学
而
篇
第

一
章
】

【原

文
】

最
上
至
極
宇
宙
第

一
設
語
巻
之

一

日
東

洛
陽
伊
藤
維
禎
古
義

学
而
第

一
凡
十
六
章

【書
き
下
し
文
】

最
上
至
極
宇
宙
第

}
論
語
巻
の
一

日
東

洛
陽
伊
藤
維
禎
古
義

学
而
第

一
凡
そ
十
六
章

【現
代
語
訳
】

最
上
至
極
宇
宙
第

一
の
書
で
あ
る

『論
語
』
第

一
巻

日
本

京
都
俘
藤
維
禎
が
古
の
意
を
述
べ
る

学
而
第

一

計
十
六
章

(3)
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【注
釈

A
i
稿
本
】

[最
上
至
極
宇
宙
第

一
}

「定
本
」
で
は
こ
の
八
字
は
削
ら
れ
る
。
こ
の
削
除
は
東
涯

「
古
学
先
生
行
状
」
で
は
あ
る
門

人

(
『先
哲
叢
談
後
編
』
で
は
荒
川
景
元
)
の
忠
告
に
仁
斎
が
従

っ
た
も

の
と
す
る
。

一
般
に
、
こ
の
八
字
は

「林
本
」
段
階

で
も
総
論

の
部
分
で
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
り
、
巻
之

一
・
巻
之
三

・
巻
之

四
で
は
点
や
傍
点
で
抹
消
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
仁
斎
自
身

の
こ
の
八
字
に
対
す
る
最
終
的
判
断
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た

「綱
領
6
」
に
は

「論
語
を
以
て
最

上
至
極
宇
宙
第

一
の
書
と
為
し
、
此
の
八
字
を
以
て
諸
を
毎
巻

の
題
目
の
上
に
冠
す
」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
抹
消
さ
れ

た
後
、
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
三
宅
正
彦
氏
は
、
こ
の
圏
点
を
復
活
の
印
と
し
て
解
釈
し
、
こ
の
文
章
は
最
終
的
に
残
さ

れ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
す
べ
て
の
巻

の
始
め
に
こ
の
八
字
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(日
本

の
思
想
11

『伊
藤
仁

斎
』
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
、
三

一
六
、
三
二
四
頁
、

『京
都
町
衆
伊
藤
仁
斎

の
思
想
形
成
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
七
、
三

二
三
頁
)
。

[古
義
]

「定
本
」
(改
訂
後
)
で
は

「述
」
に
作
る

(東
涯

『刊
謬
正
俗
』
編
集
類
に

「古
人

の
文
字
を
解
す
る
を
述
と

日
ふ
」
と
あ
る
)。

【注
釈
B
I
主
置

[最
上
至
極
宇
宙
第

一
]

『童
子
問
』
上
五
、
下
四
、
九
、
『論
語
』
を

「
宇
宙
第

一
」

の
書
と
す
る
理
由
は
、

『論
語
古
義
』
網
領

6
、

五
〇
、
『語
孟
字
義
』
附

「大
学
罪
孔
氏
之
遺
書
弁
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【注
釈
C
I
出
典
そ
の
他
】

[最
上
至
極
宇
宙
第

二

張
薄

・
呉
偉
業

・
呂

一
経
編

『蘇
長
公
文
集
』
の
総
目
は

れ
、
そ
の
版
心
題
に

「宇
宙
第

一
文
字
」
と
あ
る
。
呉
偉
業

(
一
六
〇
九
ー

一
六
七

一
)

雍
也

27
大
註
、

「蘇
長
公
宇
宙

第

一
総
目
」
と
題
さ

の
序
文
に

「宇
宙
第

一
文
字
と
は
、

(4)
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何
ぞ
や
。
蓋
し
吾
が
師
張
天
如
先
生
、
蘇
長
公
の
文
を
選
び
て
之

に
名
つ
く
る
者
な
り
。
…
…
長
公

の
文
を
以
て
す
と
雌
も
、

而
れ
ど
も
吾
が
師
の
手
眼
に
由
り
て
之
が
選
定
を
為
し
以
て
世
に
示
さ
ず
ん
ば
、
大
海
洋
洋
、
誰
か
其
の
涯
に
渉
ら
ん
…
…
」

と
、
張
搏

(
一
六
〇
二
～

一
六
四

一
)

の
手
眼
に
よ

っ
て
こ
そ
蘇
載

の
文
章
の
偉
大
さ
が
伝
わ
る
と
言
う
の
は
、
孔
子
の
手

眼
に
よ
り
尭
舜

の
治
が
選
ば
れ
た
と
す
る
仁
斎
の

「祖
述
」
観
と
の
関
係
で
興
味
深

い

(新
井
洋
子

「
『
蘇
長
公
文
集
』

の
編

纂
に
み
る
張
薄
と
呉
偉
業

の
文
章
観
の

一
端
」
『目
本
中
国
学
会
報
』
四
九
、

一
九
九
七
参
照
)。

[維
禎
]

「
こ
れ
え
だ
」。
初
名
は

「維
貞

(こ
れ
さ
だ
こ

で
あ

っ
た
が
、
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
三
月
三
日
に
改
名

(
『日
次
之
覚
帳
』
)
。
改
名

の
理
由
は
、
仁
斎
と
親
交
が
あ
り
、
延
宝
六
年

(
一
六
七
八
)
に
非
参
議
従

三
位
に
叙
さ
れ
た
富

小
路
永
貞

の
名
を
避
け
た
た
め

(『京
都
町
衆
伊
藤
仁
斎

の
思
想
形
成
』
六
五
頁
)
。

[日
東
]

日
本
。
貝
原
好
古

『和
爾
雅
』
に

「日
東
は
、
華
人
、
日
本
を
称
し
て
日
東
と
為
す
。
古

よ
り
し
て
然
り
」、

(5)
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(学

而
篇

第

一
章

〉

【本

文
】

子
日
、
学
而
時
習
之
。
不
亦
説
乎
。

.
【書

き

下

し

文

】

子
ノ
日
ク
、
学
ん
テ
時
～

へ
之
ヲ
習
フ
。
亦
タ
説
ば
シ
カ
ラ
ず
や
。

【小

註
】

学
、
微
也
、
覚
也
。
考
諸
古
訓
、
験
之
見
聞
、
有
所
微
法
而
覚
悟
也
。
習
、
温
習
也
。
説
、
澤
也
。
言

既
学
 
、
而
時
時
温

習
、
則
智
開
道
明
、
猶
大
籐
之
頓
覚
、
肢
者
之
忽
起
、
有
不
堪
其
説
者
突
。
道
之
浩

々
、
唯
学
得
以
尽

之
、
而
非
習
、
則
亦

不
能
造
其
極
。
故
聖
人
以
学
為
貴
、
而
習
為
要
也
。

審

き
下
し
文
】

学

ハ
、
傲
な
り
、
覚
な
り
。
諸

ヲ
古
訓

二
考

へ
、
之

ヲ
見
聞

二
験
シ
、
傲
法
ス
ル
所
有

つ
て
覚
悟

ス
ル
な
り
。
習

ハ
、
温

習
な
り
。
説

ハ
、
澤
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
ハ
、
既

二
学
ヒ
ヌ
、
而
シ
テ
時
時
、
温
習
ス
ル
ト
キ

ハ
、
則

ち
智
開
ケ
、
道
明
ら

か
二
、
猶
ヲ
大
線
の
頓

二
覚
メ
、
破
者

の
忽
ち
起
ツ
カ
ご
と
く
、
其
ノ
説
び

二
堪

へ
ざ
る
者
有
り
。
道

の
浩
々
タ
ル
、
唯
だ

(6)



学
以
て
之

ヲ
尽
ク
ス
コ
ト

ヲ
得
テ
、
習
二
非
ざ

ル
ト
キ

ハ
、

て
貴
と
為
、
而
シ
テ
習
フ
ヲ
要
ト
為
。

則
ち
亦
た
其
の
極

二
造
ル
コ
ト
能

ハ
ず
。
故

二
聖
人
、
学
ヲ
以
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【現
代
語
訳
】

「
学
」
は

"な
ら
う
㌦
さ
と
る
"
で
あ
る
。
古

の
訓
戒
を
参
考
に
し
、
現
在

の
出
来
事
を
参
照
し
、
お
手
本
に
"な
ら
い
"
、

心
に
"さ
と
る
"
の
で
あ
る
。
「
習
」
は
"お
さ
ら
い
す
る
%

「説
」
は

"う
れ
し
い
㌔

そ
の
意
味
は
、
"学

ん
だ
あ
と
に
、
お
さ

ら

い
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
智
恵
が
開
け
、
道
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
昏
睡
状
態
か
ら
パ
ッ
と
目
覚

め
、
不
自
由
だ

っ
た
足
が
突
然
立

っ
て
、
た
ま
ら
な
く
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
%

こ
の
広
大
な
道
は

「学
」
に
よ

っ
て
の
み
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

「習
」
わ
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
の
至
極
に
ま
で
到
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
聖
人

(孔
子
)
は

「学
」
を
尊
び
、
「習
」
を
肝
要
な
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

【注
釈
A
I
稿
本
】

[学
、
微
也
、
覚
也
。
考
諸
古
訓
、
験
之
見
聞
、
有
所
傲
法
而
覚
悟
]

「
第
二
本
」
で
は

「学
は
勘

な
り
。
効
法
す
る
所

有
り
て
則
を
取
る
な
り
」。
「元
禄
九
年
校
本
」
で
は

「学
は
覚
な
り
。
見
聞
す
る
所
有
り
て
覚
悟
す
る
な
り
」
。
コ
兀
禄
十
六

年
定
本
」
で
は

「学
は
倣
な
り
、
覚
な
り
。
聖
賢
の
為
す
所
に
微
法
し
て
覚
悟
す
る
所
有
る
な
り
」
。

[習
、
温
習
也
]

「第
二
本
」
で
は

「時
習
は
、
時
を
以
て
身
に
熟
習
す
る
な
り
。
即
ち
行
ひ
て
余
力
有
ら
ば
、
則
ち
用

て
文
を
学
ぶ
の
意
」。
「元
禄
九
年
校
本
」
で
は

「習
と
は
、
学
ぷ
所
の
者
を
服
行
し
て
已
ま
ざ
る
な
り
」
。

[道
之
浩
浩
…
…
]

以
下
の
議
論
は

コ
兀
禄
十
六
年
定
本
」
書
き
入
れ
段
階
で
初
め
て
現
わ
れ
る

(
も
と

「元
禄
九
年
校

本
」
「元
禄
十
六
年
定
本
」
大
註
に
ほ
ぼ
同
内
容

の
記
述
)
。

(7)
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【注
釈

B
I
主
著
】

[学
、
倣
也
、
覚
也
]

「学
」
が

「効
」
と

「覚
」
の
二
義
を
含
む
点
に
つ
い
て
は
、

『語
孟
字
義
』

学
1
。
『古
学
先
生

文
集
』
四

「志
学
章
講
義
」
で
は

「学
は
覚
な
り
。
知
ら
ざ
る
所
を
覚
悟
す
る
な
り
」。

門考
諸
古
訓
、
験
之
見
聞
]

「古
訓
」
を
参
考
に
す
る
こ
と
を

「学
」
と
す
る
例
は
、

『論
語
古
義
』

為
政
15
大
註
。
「見

聞
」
を

「学
」
の
重
要
な
要
素
と
す
る
例
は
、
『語
孟
字
義
』
学
3
。
「古
訓
」
と

「見
聞
」
を
対
に
し
て
用
い
る
例
は
、
『論

語
古
義
』
為
政
18
大
註
。

[大
様
之
頓
覚
]

同
様
の
書
喩
表
現
は
、
『童
子
問
』
上
二
。

[道
之
浩
浩
、
唯
学
得
以
尽
之
]

同
内
容

の
発
言
は
、
霊
叩孟
字
義
』
学
2
、
『童
子
問
』
上
二

一
、
脚
論
語
古
義
』
為
政
4

大
註
、
述
而
19
大
註
。
無
窮
の

「善
」
は

「学
問
」
で
な
け
れ
ば
尽
く
せ
な
い
と
す
る
例
は
、
『古
学
先
生
文
集
』
二

「荷
子

性
悪
論
」
。
「道
」
が
無
窮
な
る
が
ゆ
え
に

「学
」
も
無
窮
と
す
る
例
は
、
『論
語
古
義
』
公
冶
長
27
大
註
、
述
而
3
大
註
、
述

而
25
大
註
、
『孟
子
古
義
㎞
公
孫
丑
2
。
「道
」
が
浩
大
無
窮
な
る
が
ゆ
え
に

「学
」
「教
」
「修
」
が
必
要

と
す
る
例
は
、
『中

庸
発
揮
』

1
、
『中
庸
発
揮
』
18
書
き
入
れ
。
『童
子
問
』
下
二
五
で
は
、
「道
」
が
浩
大
無
窮
な
る
が
ゆ
え
に
忠
信
を
主
と
す

る
と
言
う
。
ま
た
下
二
八
に
は

「道

の
浩
浩
た
る
天
を
極
る
ま
で
堕

つ
る
こ
と
圏
し
」
。
『論
語
古
義
』
衛
霊
公
28
大
註
で
は

「道
は
大
と
雌
も
為
す
こ
と
無
く
、
人
は
微
と
錐
も
知
有
り
…
…
、
此
れ
孔
門

の
学
を
主
と
す
る
所
以
な

り
」。
『古
学
先
生
文

集
』

一

「送
荒
川
景
元
赴
紀
州
序
」
で
は

「吾
が
聖
門
の
学
の
若
き
は
、
天
地
と
其

の
大
を
合
し
、
日
月

と
其

の
明
を
合
し
、

…
…
浩
浩
乎
と
し
て
其
れ
量
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
。

【注
釈
C
I
出
典
そ
の
他
】

[学
、
倣
也
、
覚
也
]

『論
語
集
註
』
に

「
学
の
言
た
る
効
な
り
」
。

覚
な
り
。
未
だ
知
ら
ざ
る
所
を
覚
悟
す
る
な
り
」
。

『論
語
注
疏
』

(疏
)
に

「白
虎

通
に
云
ふ
、
学
は
、

(8)
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[習
、
温
習
也
]

『論
語
大
全
』
に
引
く
朱
子
語
に

「習
は
重
複
温
習
な
り
」
。

[大
嫌
之
頓
覚
]

『近
思
録
』
巻
二
91

(
『張
子
全
書
睡
十
四

「近
思
録
拾
遺
」
)

ば
、

一
日
脱
然
と
し
て
大
窯
の
醒
む
る
を
得
る
が
如
き
こ
と
有
ら
ん
の
み
」
。

に

「庶
く
は
心
を
游
ば
し
て
浸
熟
す
れ

【本

文
】

有
朋
自
遠
方
来
。
不
亦
楽
乎
。

【書
き
下
し
文
】

朋
有
リ
遠
方
よ
り
来
た
ル
。
亦
た
楽
し
カ
ラ
ず
や
。

【小

註
】

朋
、
同
類
也
。
其
学
足
以
被
乎
遠
、
則
君
子
善
与
人
同
之
志
得
遂
、
而
足
以
見
我
徳
之
不
孤
。
何
楽
如
之
。

【書
き
下
し
文
】

朋

ハ
、
同
類
な
り
。
其
ノ
学
以
テ
遠
き

二
被

ル
ニ
足

ル
ト
キ

ハ
、
則
ち
君
子
、
善

ヲ
人
と
之

ヲ
同
じ
う

ス
ル
の
志
、
遂
ぐ

ル
コ
ト
ヲ
得
、
而
シ
テ
以
て
我
力
徳
の
孤
ナ
ラ
ざ
ル
ヲ
見
ル
ニ
足
レ
リ
。
何
ノ
楽
力
之

二
如
カ
ン
。

【現
代
語
訳
】

「朋
」
は
"な
か
ま
"
で
あ
る
。
そ
の
学
問
が
遠
く
波
及
し
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
君
子
が
入
々
と
と
も
に
よ
き
行
為
を

(9)
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実
践
し
よ
う
と

い
う
志
は
実
現
し
、

の
が
な

い
。

同
時
に
自
ら
の
徳
が
孤
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
楽

し
み
は
他
に
及
ぶ
も

伊藤仁斎の訓読法と『論語古Jの 成立過程に関する研究(一}

【注
釈
A
I
稿
本
】

[朋
、
同
類
也
]

「元
禄
九
年
校
本
」
ま
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て

「遠
方
よ
り
来
た
る
と
謂

へ
ば
、
近
き
者
を
包
み
て
其

の
中
に
在
る
な
り
」
と
あ
る
。

[其
学
足
以
被
乎
遠
…
…
何
楽
如
之
]

「元
禄
九
年
校
本
」
は
改
訂

の
跡
が
甚
だ
し
い
が
、
学
問
に
よ

っ
て
善
を
人
に
及

ぼ
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
他
人
も
自
分
に
善
を
告
げ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
天
下

の
善

が

一
つ
に
集
ま

っ
て
き
て
、
そ

の
楽
し
み
は
極
ま
り
が
な
い
、
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

[君
子
善
与
人
同
之
志
得
遂
]

コ
兀
禄
十
六
年
定
本
」
で
は

「人
の
善
に
入
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
志
遂
ぐ
」。

【注
釈
B
I
主
著
】

[其
学
足
以
被
乎
遠
]

『童
子
問
』
下
五
〇
で
は

「其
の
教
の
遠
く
被
る
を
見
れ
ば
、
則
ち
其

の
道

の
も
と
大
な
る
こ
と

を
知
る
」
。
『孟
子
古
義
』
公
孫
丑
上
2
で
は

「其
の
道
大
な
る
者
は
、
其
の
伝
は
る
こ
と
広
し
」。
『古
学
先
生
文
集
』
二

「漢

文
帝
除
肉
刑
論
」
で
は

「
久
遠
を
経
て
改
む
可
か
ら
ず
、

四
方
に
通
じ
て
易
ふ
可
か
ら
ざ
る
も

の
は
、

乃
ち
善
の
善
な
る
者

な
り
」。

【注
釈
C
I
出
典
そ

の
他
】

[朋
、
同
類
也
]

『論
語
集
註
』
に

「朋
は
同
類
な
り
」
。

[善
与
人
同
]

『孟
子
』
公
孫
丑
上
8
。

(10}
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[徳
之
不
孤
]

『論
語
』
里
仁
25
。

【本

文
】

人
不
知
、
而
不
怪
。
不
亦
君
子
乎
。

【書
き
下
し
文
】

人
知
ラ
ず
、
而
ル
ヲ
伍
カ
ラ
ず
。
亦
た
君
子
ナ
ラ
ず
や
。

示

註
】

恨
、
怒
也
。
君
子
、
成
徳
之
称
。
言
徳
備
於
己
、
則
富
貴
爵
禄
、
段
誉
得
喪
、

一
切
莫
所
慕
憧
。
故
人
錐

不
知
而
軽
賎
之
、
亦

不
敢
怒
。
学
之
至
也
。
蓋
其
道
愈
大
、
則
識
之
者
愈
少
 
。
是
君
子
之
所
以
不
怒
也
。

【書
き
下
し
文
】

怪

ハ
、
怒
な
り
.
君
子
ハ
、
成
徳
の
稻
。
言
ふ
こ
こ
ろ
ハ
、
徳
、
己

二
備
は
ル
ト
キ

ハ
、
則
ち
富
貴
爵
禄
、
致
誉
得
喪
、

一

。
切
慕
仙
す
る
所
莫
し
。
故

二
人
、
知
ら
ず
シ
テ
之
ヲ
軽
賎
ス
ル
ト
錐
も
、
亦
た
敢

ヘ
テ
怒
ら
ず
。
学
の
至
リ
な
り
。
蓋
し
其

の
道
愈

い
よ
大
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
則
ち
之

ヲ
識
ル
者
愈

い
よ
少
シ
。
是
レ
君
子
の
怒
ラ
ざ
る
所
以
な
り
。

【現
代
語
訳
】

「憧
」
は

"
い
か
る
"
で
あ
る
。
「君
子
」
は
徳
を
身
に

つ
け
た
人

の
称
号
。
そ
の
意
味
は
、

"徳
が
自

分
に
備
わ

っ
て
い
れ

(11)
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ば
、
富
や
位
を
自
分
か
ら
乞
い
求
め
た
り
、
人
の
評
判
や
得
失
な
ど
を
気
に
し
た
り
す
る
こ
と
は

一
切

な
い
。
だ
か
ら
入
が

自
分
を
理
解
し
な

い
で
侮
り
卑
し
ん
で
も
、
決
し
て
怒
る
こ
と
は
な
い
、
学
問
の
極
功
で
あ
る
。
思
う

に
、
道
が
大
き
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
気
が
つ
く
も

の
は
却

っ
て
少
な

い
。
だ
か
ら
君
子
は
自
分
を
理
解
し
て
く
れ

な
い
こ
と
に
腹
を
立

て
な
い
の
で
あ
る
㌔

【注
釈
A
I
稿
本
】

[言
徳
備
於
己
]

以
下
の
部
分
は
、
「
元
禄
九
年
校
本
」
で
は

「言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
子
の
学
は
己
れ
の
為
に
す
。
筍
も

道
に
於

い
て
自
ら
得
れ
ば
、
則
ち
人
の
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
は
、
何
ぞ
己
れ
に
預
か
ら
ん
。
故
に
学
ん

で
温
ら
ざ
る
に
至
れ

ば
、
則
ち
以
て
君
子
と
為
す
に
足
ら
ん
。
而
し
て
学
を
為
す

の
功
、
是
に
於
い
て
始
め
て
全
し
」。

[莫
所
慕
位
]

「莫
」
は

「無
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

【注
釈
B
I
主
著
】

[君
子
、
成
徳
之
称
]

『語
孟
字
義
』
君
子
小
人
1
に
は

「
人
の
上
た
る
者
は
、
其

の
人
宜
し
く

気
象
老
成
、
智
識
遠

大
、
以
て
天
下
の
儀
表
と
為
る
に
足
る
。
故
に
其
の
徳
有
る
者
は
、
其
の
位
無
し
と
錐
も
、
又
之
を
君
子

と
謂
ふ
」。

[学
之
至
也
]

『語
孟
字
義
』
天
命
8
で
は

「人
不
知
而
不
怪
」
を

「学
問
の
極
功
、
君
子
の
本
分
、
中
人
以
下
の
能
く

及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
解
説
す
る
。

『論
語
古
義
』
季
氏
8
大
註
、
『孟
子
古
義
』
梁
恵
王
下
16
で
は

「命
」
を
知
る
こ

と
を

「学
問
の
極
功
」
と
す
る
。
『童
子
問
』
中
七
六
で
は

「人
を
尤
め
ざ
る
に
至
る
、
学
の
至
な
り
」
と

い
う
張
載
の
語
を

引
く
。
ま
た
中
五
八
で
は

「
天
を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
下
学
し
て
上
達
す
」

(『論
語
』
憲
問
37
)

を

「学
問
の
実
際
」

「儒
者
の
心
法
」
「儒
者
の
本
領
」
と
評
す
る
。
下

=
二
で
は

「義
」
を
行

い
つ
つ

「命
」
を
も
知
る
こ
と
を

「学
問

の
準
的
」

「学
問
の
極
功
」
と
す
る
。
下
五

一
で
は
孔
子
の

「祖
述
」
的
態
度
を

「学
問
の
極
則
」
と
す
る
。

(12)



[其
道
愈
大
、
則
識
之
者
愈
少
]

に
い
て
そ
れ
に
気
づ
か
な

い
と
す

る
。

し
」
と
言
う
。

『論
語
古
義
』
叙
由
5
で
は
、
道
の
広
大
さ
は
天
地
の
よ
う
な
も

の
で
、
人
は
そ
の
中

『童
子
問
』
中
五
四
で
は
逆
に

「其

の
道
愈

い
よ
大
な
れ
ば
、
之
を
畿
る
者
愈

い
よ
衆

【注
釈
C
l
出
典
そ
の
他
】

[慣
、
怒
也
]

『論
語
注
疏
』
(注
)
に

「温
は
怒
な
り
」。

[君
子
、
成
徳
之
称
]

『論
語
集
註
』
に

「君
子
は
成
徳
の
名
」。

人文学部研究論集(第3号)

天

註
】

此
夫
子
自
言
其
意
中
之
事
以
勧
人
也
。
言
適
其
心
則
悦
、
遂
其
願
則
楽
、
皆
人
情
之
所
同
然
、
而
人
未

知
誠
悦
楽
。
君
子
、

万
入
之
所
仰
慕
、
而
人
未
知
誠
君
子
。
央
困
莫
深
於
不
知
,
患
莫
大
於
孤
立
、
辱
莫
劇
於
為
郷
人
。
学
而
時
習
、
則
不
困
焉
、

叢
悦
。
有
朋
遠
来
、
則
不
孤
立
焉
、
叢
楽
。
上
不
怨
天
、
下
不
尤
入
、
無
入
而
不
自
得
焉
、
則
非
膏
免

為
郷
人
、
是
為
誠
君

子
夷
、
而
朋
来
之
楽
、
不
温
君
子
、
皆
因
学
而
得
焉
、
則
学
之
為
功
、
不
其
大
乎
。
夫
子
所
以
為
天
地
立
道
、
為
生
民
建
極
、

為
万
世
開
太
平
者
、
其
惟
学
乎
。
故
論
語
以
学
之

一
字
、
為

一
部
開
首
。
而
門
人
以
此
章
、
置
諸

一
書

之
首
。
蓋

一
部
小
論

語
云
。

(13)
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【書
き
下
し
文
】

此
レ
夫
子
自
ラ
其
ノ
意
中
の
事

ヲ
言
ひ
テ
、
以
て
人
を
勧
む
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
ハ
其

ノ
心

二
適

フ
ト
キ
ハ
、
則
ち
悦

ヒ
、
其
ノ
願
ヲ
遂
ク
ル
ト
キ

ハ
、
則
ち
楽
し
ム
。
皆
人
情
の
同
じ
ク
然

ル
所
に
し
て
、
人
未
タ
誠
ノ
悦
楽
ヲ
知
ら
ず
。
君
子

ハ
、
万
人
の
仰
慕
す
る
所
に
し
て
、
人
未
だ
誠
の
君
子
ヲ
知
ら
ず
。
夫
れ
困

ハ
知
ら
ざ
る
よ
り
深
き
こ
と
莫
し
。
患

ハ
、
孤
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立
す
る
よ
り
大
な
る
こ
と
莫
し
。
辱

ハ
、
郷
人
為
る
よ
り
劇
な
る
こ
と
莫
し
、
学
ん
で
時
に
習
ふ
と
き
は
、
則
ち
困
し
ま
ず
、

蛮
に
悦
ぷ
。
朋
有
リ
遠
く
来
た
る
と
き
は
、
則
ち
孤
立
せ
ず
、
蕪

二
楽
し
ム
。
上
、
天
を
怨
み
ず
、
下
、
人
を
尤
め
ず
、
入

る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
こ
と
無
キ
ト
キ

ハ
、
則
ち
膏

二
郷
人
為
る
を
免
る
る
に
非

ス
。
是

ヲ
誠
ノ
君
子
ト
為
て
、
朋
来
の
楽
、

温
ら
ざ
る
の
君
子
、
皆
学

二
因
り
て
得
る
と
き
は
、
則
ち
学
の
功
為
る
、
其

レ
大
ナ
ラ
ず
や
。
夫
子
、

天
地
ノ
為
メ

ニ
道

ヲ

立
て
、
生
民
ノ
為
メ
ニ
極

ヲ
建
テ
、
万
世
の
為
メ
ニ
太
平

ヲ
開
ク
所
以
ノ
者
、
其
れ
惟
だ
学
か
。
故

二
論
語
、
学

の

一
字

ヲ

以
て

一
部

ノ
開
首
ト
為
。
而
シ
テ
門
人
、
此
ノ
章

ヲ
以
て
諸

ヲ

一
書

の
首
メ
ニ
置
ク
。
蓋
し

一
部
ノ
小
論

語
ト
云
フ
。

【現
代
語
訳
】

こ
れ
は
孔
子
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
を
人
に
勧
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、

"自
分
の
心
に

一
致

す
る
も
の
を
喜
び
、
自
分
の
願

い
が
実
現
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
楽
し
む
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
人
た
る
も
の
の
自
然
な
感

情
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
歓
び
に
浸

っ
て
い
る
人
は
本
当
の
喜
び

・
楽
し
み
を
知
ら
な

い
の
だ
。
君
子
は
、
万
人

の
仰
ぎ
慕
う
対
象
で
あ
る
が
、
人
は
本
当
の
君
子
を
知
ら
な
い
。

い
っ
た
い
、
無
知
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
深
刻
に
困
惑
す

る

こ
と
は
な
い
し
、
孤
立
す
る
こ
と
が
憂

い
を
最
も
深
く
す
る
し
、
田
舎
者
と
蔑
ま
れ
る
こ
と
よ
り
屈
辱

的
な
も
の
は
な

い
。

学
ん
で
常
に
お
さ
ら
い
す
れ
ば
、
困
惑
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
大
い
に
喜
ぶ
し
、
遠
く
か
ら
や

っ
て
く

る
仲
間
が
い
れ
ば
、

孤
立
し
な
い
の
で
、
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
上
に
向
か

っ
て
は
天
が
な
す
こ
と
を
恨
ま
ず
、
下
に
向
か

っ
て
は

人
の
行

い
を
と
が
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
自
分
の
も
の
と
し
て
満
足
で
き
れ
ば
、
た
ん
に
田
舎
者
と
蔑
ま
れ
な

い
だ
け
で

は
な
く
、
本
当
の
君
子
の
域
に
到
達
し
、
そ
し
て
、
仲
間
が
訪
れ
る
楽
し
み
も
、
腹
を
立
て
な

い
君
子

の
態
度
も
、
そ
れ
ら

は
皆
な
学
問
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
学
問
の
功
績
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
偉
大
な
も
の
で
は

な
い
か
%

孔
子
が
天

地
に
道
を
立
て
、
人
類
に
標
準
を
立
て
、
万
世
に
太
平
を
開
い
た
と
も
言
え
る
ほ
ど

の
、
他
に
類
を
見
な

い
偉
大
な
存
在
で

あ
る
の
は
、
た
だ
そ
の
学
問
と

い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら

『論
語
』
は

「学
」

の
字
か
ら
始
め
る

(14)



の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
門
人
た
ち
が
こ
の
章
を
冒
頭
に
も

っ
て
き
た
の
は
、

い
わ
ば
小
論
語
に
当
た
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
こ
の
章
が
論
語
の
世
界
を
凝
縮
し
た

【注
釈
A
I
稿
本
】

こ
の
部
分
、
各
稿
本
の
改
訂

の
あ
と
が
甚
だ
し
い
た
め
に
、
各
稿
本
の
改
訂
前
の
全
文
を
掲
げ
る
。
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「第
二
本
」

「言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
人
以
て
学
ぶ
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
聡
明
開
発
し
て
、
事
に
於
い
て
惑
は
ず
。
而
し

て
時
を
以
て
熟
習
す

れ
ば
、
則
ち
学
ぶ
所
の
者
我
に
在
り
て
、
其

の
悦
び
に
堪

へ
ざ
る
者
有
り
。
君
子
既
に
学
び
て
成
就
す

る
所
有
れ
ば
、
則
ち

人
と
之
を
共
に
す
る
を
願
ふ
。
朋
類
有
り
て
遠
方
よ
り
来
た
れ
ば
、
則
ち
其
の
楽
し
み
に
堪

へ
ざ
る
者

有
り
。
道
既
に
成
り

て
人
之
を
知
ら
ず
と
難
も
、
亦
た
怪
怒
す
る
所
無
し
。
貴
に
成
徳
の
君
子
と
為
す
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
。
説
と
は
其

の
好
む
所

に
中
る
を
以
て
言
ふ
。
楽
と
は
心
に
合
す
る
こ
と
有
る
を
以
て
言
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
人
に
し
て
学

ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
以

て
人
と
為
す
可
か
ら
ず
。
既
に
学
び
て
、
以
て
人
に
及
ぼ
す
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
学
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
。
而
し
て
知

ら
れ
ず
し
て
恨
ら
ざ
る
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
君
子
と
為
す
に
足
ら
ず
。
故
に
夫
子
次
第
し
て
之
を
言
ふ
。
其

の
意

深
切
な
り
。
夫
子
の
、
天
地
の
化
育
を
知
り
、
生
民
の
命
脈
を
立
て
、
能
く
前
聖

の
統
を
継
ぎ
て
、
万
世
を
し
て
無
窮
な
ら

し
む
る
所
以
の
者
は
惟
だ
其
れ
学

の
み
。
故
に
門
人
此
の
篇
を
以
て

一
書

の
初
め
と
為
し
て
、
此
の
章

を
以
て

一
篇
の
首
と

為
す
。
蓋
し

一
部
の
小
論
語
と
云
ふ
。
学
者
忽
せ
に
す
可
か
ら
ず
」。

(15)

202

「元
禄
九
年
校
本
」

「此
れ
夫
子
、
自
ら
其

の
意
中
の
事
を
言
ひ
て
、
以
て
人
に
勧
め
勉
め
し
む
る
な
り
。
蓋
し
悦
楽
は
人

の
願
ふ
所
に
し
て
、
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人
未
だ
其

の
悦
楽
を
知
ら
ず
。
其

の
名
づ
け
て
君
子
と
為
す
者
、
未
だ
必
ず
し
も
真

の
君
子
と
為
さ
ず

。
夫
れ
悦
び
は
学
を

悦
ぶ
よ
り
深
き
も
の
莫
く
、
楽
し
み
は
善
を
楽
し
む
よ
り
も
大
な
る
も

の
莫
し
。
天
下
の
物
、
以
て
之

を
易
ふ
る
こ
と
能
は

ず
。
此
を
名
づ
け
て
真

の
悦
楽
と
日
ふ
な
り
。
君
子
は
其
の
位
に
素
し
て
行

ひ
、
其
の
外
を
願
は
ず
。
上
、
天
を
怨
み
ず
、

下
、
人
を
尤
め
ず
。
世
を
趣
れ
知
ら
れ
ず
し
て
之
を
悔

い
ず
。
此
を
名
づ
け
て
真

の
君
子
と
日
ふ
な
り

。
筍
も
此
を
識
り
て

後
、
世
世

の
所
謂
悦
楽
、
其
の
名
づ
け

て
君
子
と
為
す
者
、
皆
な
浅
近
凡
庸
に
し
て
以
て
比
と
為
す
に
足
ら
ず
。
夫
れ
道

の

浩
々
た
る
、
惟
だ
学

の
み
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
る
を
得
。
而

る
に
習
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
其
の
妙
を
尽
く
す
こ

と
無
し
。
故
に
君
子
は
学
を
以
て
貴
し
と
為
し
て
、
習
を
以
て
要
と
為
す
。
学

の
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ず

し
て
、
功
の
勤
め
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
や
、
此
く
の
如
し
。
而
し
て
朋
来
た
る
の
楽
し
み
、
憾
ら
ざ
る
の
君
子
は
、
皆
な
学
に
由
り
て
得
れ
ば
、
則

ち
学
の
功
為
る
、
其
れ
大
な
ら
ず
や
。
夫
子
の
天
地
の
為
に
極
を
立
て
、
生
民
の
為
に
道
を
立
て
、
万
世
の
為
に
太
平
を
開

く
所
以
の
者
は
、
其
れ
惟
だ
学
か
。
故
に
門
人
此
の
篇
を
以
て

一
書

の
初
め
と
為
し
て
、
此

の
章
を
以
て

一
篇

の
首
と
為
す
。

蓋
し

一
部

の
小
論
語
と
云
ふ
」。

コ
兀
禄
十
六
年
定
本
」

「
此
れ
夫
子
、
自
ら
其
の
意
中
の
事
を
言
ひ
て
、
以
て
人
に
勧
め
勉
め
し
む
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
其
の
心
に
適

へ
ば

則
ち
悦
び
、
其

の
願
ひ
を
遂
ぐ
れ
ば
、
則
ち
楽
し
む
。
皆
な
人
情
の
同
じ
く
然
る
所
に
し
て
、
人
未
だ
誠

の
悦
楽
を
知
ら
ず
。

君
子
は
万
人

の
仰
ぐ
所
に
し
て
、
人
未
だ
必
ず
し
も
誠

の
君
子
を
知
ら
ず
。
夫
れ
悦
び
は
学
を
悦
ぶ
よ
り
深
き
も

の
莫
く
、

楽
し
み
は
善
を
楽
し
む
よ
り
も
大
な
る
も
の
莫
し
。
天
下
の
物
、
以
て
之
を
易
ふ
る
こ
と
莫
き
な
り

(
原
本
に
は
削
除
さ
れ

る
は
ず

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

「不
能
」
の
二
字
が
残

っ
て
い
る
)。
君
子
は
其

の
位
に
素
し
て
、
其

の
外
を
願
は
ず
。
上
、

天
を
怨
み
ず
、
下
、
人
を
尤
め
ず
、
入
る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
無
し
。
至
れ
り
。
困
し
み
は
知
ら
れ
ざ

る
よ
り
深
き
も
の
莫

く
、
患
ひ
は
孤
立
す
る
よ
り
劇
し
き
も
の
莫
く
、
辱
は
郷
人
よ
り
大
な
る
も

の
莫
し
。
学
び
て
時
に
習

へ
ば
則
ち
困
し
ま
ず
、

(16}
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叢
に
悦
ぶ
。
朋
有
り
て
来
た
れ
ば
則
ち
孤
立
せ
ず
し
て
、
荘
に
楽
し
む
。
人
知
ら
ず
し

て
慨
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
誠
の
君
子
為

り
。
膏
に
郷
人
為
る
を
免
る
る
の
み
に
非
ず
。
夫
れ
道
の
浩
大
な
る
、
惟
だ
学
の
み
以
て
之
を
明
ら
か

に
す
る
を
得
。
而
る

に
習
に
非
ず
ん
ぱ
、
則
ち
亦
た
以
て
其

の
極
に
造
る
こ
と
無
し
。
故
に
君
子
は
学
を
以
て
貴
し
と
為
し

て
、
習
を
以
て
要
と

為
す
。
学

の
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
し
て
、
功
の
動
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
や
、
此
く
の
如
し
。
而

し
て
朋
来
た
る
の
楽
し
み
、

盗
ら
ざ
る
の
君
子
は
、
皆
な
学
に
由
り

て
得
れ
ば
、
則
ち
学
の
功
為
る
、
其
れ
大
な
ら
ず
や
。
夫
子
の
天
地
の
為
に
極
を
建

て
、
生
民

の
為
に
道
を
立
て
、
万
世
の
為
に
太
平
を
開
く
所
以
の
者
は
、
其
れ
惟
だ
学
か
。
故
に
論
語

の
学
の

一
字
を
以
て

一
部
の
開
首
と
為
す
は
、
猶
ほ
孟
子
の
仁
義
の
二
字
を
以

て
開
巻

の
第

一
義
と
為
す
が
ご
と
し
。
門
人

此
の
章
を
以
て

一
書

の
首
に
置
く
は
、
蓋
し

一
部
の
小
論
語
と
云
ふ
」。

な
お
、
「元
禄
九
年
丙
子
四
月
廿
二
日
」
の
日
付
を
も

つ

『古
学
先
生
文
集
』
四

「諸
友
為
余
賀
七
裏
宴
集
講
義
」
は
、
こ

の

「学
而
」
第

一
章

の
講
義

で
、
そ
の
前
半
部
分
は

コ
兀
禄
九
年
校
本
」
と

「元
禄
十
六
年
定
本
」
の
中
間
に
位
置
す
る
内

容
と
な

っ
て
い
る
。

門夫
困
莫
深
於
不
知
…
…
菰
楽
]

噛定
本
」
で
は

「故
に
学
び

て
時
に
習

へ
ば
、
則
ち
得
る
所
日
に
熟
す
。
是
を
誠
の
悦

び
と
為
す
。
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
れ
ば
、
則
ち
善
、
入
と
同
じ
う
す
。
是
を
誠

の
楽
し
み
と
為
す
」。

ci7)
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【注
釈
B
I
主
蓋

[学
之
為
功
、
不
其
大
乎
]

天
下
で
学
問
の
功
よ
り
大
き
な
も
の
は
な
い
と
い
う
考
え
は
、
『論
語
古

義
』
陽
貨
7
大
註
、

『孟
子
古
義
』
離
婁
上
1
、
『童
子
問
』
上
二
〇
。
『古
学
先
生
文
集
』

二

「筍
子
性
悪
論
」
で
は
、
孔
子

の
聖
が
尭
舜
に
賢
る

理
由
は

「学
問

の
功

の
大
」
の
た
め
だ
と
す
る
。

[夫
子
所
以
為
天
地
立
道
、
為
生
民
建
極
、
為
万
世
開
太
平
者
、
其
惟
学
乎
]

孔
子
が
古
今

・
天
人
を
見
、
生
民
の
た
め

に

「
学
」
と

い
う
大
教
法
を
建
て
た
と
い
う
考
え
は
、
『童
子
問
』
上

一
七
。
「孔
子

の
万
世

の
為

に
学

問
を
開
く
所
以
」
と
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い
う
語
は
、

『論
語
古
義
』
衛
霊
公

38
大
註
。
学
問

・
教
法

の
目
的
は
、
天
下
の
為

に
太
平
を
開
く
た

め
と

い
う
考
え
は
、

『論
語
古
義
聯
為
政
4
小
註
、
『童
子
問
』
中
七
三
。

[論
語
以
学
之

一
字
、
為

一
部
開
首
]

『古
学
先
生
文
集
』
五

「私
擬
策
問
」

(寛
文
元
年
十
二
月
十

八
日
)
に

「学
の

一
字
は
魯
論
開
首
の
第

一
義
に
し
て
、
実
に
夫
子
の
尭
舜
に
賢
る
所
以
」
。

【注
釈
C
I
出

典
そ
の
他
】

[上
不
怨
天
、
下
不
尤
人
]

『中
庸
』
14
。

[無
入
而
不
自
得
焉
H

『中
庸
』
14
.

[夫
子
所
以
為
天
地
立
道
、
為
生
民
建
極
、
為
万
世
開
太
平
者
、
其
惟
学
乎
]

「天
地
の
為
に
心
を

立
て
、
生
民
の
為
に

道
を
建
て
、
去
盤
の
為
に
絶
学
を
継
ぎ
、
万
世

の
為
に
太
平
を
開
く
」
は

『近
思
録
』
二
95

(「張
子
語
録
」
中
)
。

(
一
九
九
九
年

十
月

一
日

受
理
)

i18)


